
 

「恩送り」を受け継いで 
           山本 充子 

 

５月１４日(日)は本校の開校記念日です。南蒲小学校は、昭和２ (１９２７) 年５月１４日、南蒲尋

常(じんじょう)小学校として開校しました。昭和元年は１週間しかなかったので、昭和の始まりと共に

南蒲小学校の歴史が始まったと言えると思います。最も児童数が多かったのは昭和３２（１９５７）年

の２２３８人、現在の児童数の約６倍です。校章が設定されたのは昭和２年(１９２７年)です。開校当

時の地名が荏原郡であったことから「荏」にちなんで荏胡麻(えごま)の葉と花を図案化したそうです。

既に京急蒲田駅は開業していました。昨年は開校９５周年の節目を迎えました。伝統を大切にする気持

ちを育みつつ、新しい歴史を刻んでいきます。 

新年度が始まり、１ヵ月が過ぎようとしています。１年生は６年生の手を借りずに朝の支度をテキパ

キとできるようになってきました。６年生も段々に１年生に手を貸すのを控え、１年生の自立を促すよ

うになります。一体誰に教わったのかと思うほど、一人一人の個性に合わせたそのさじ加減は実に絶妙

です。どうやらそのコツは、「６年生にしてもらっていたようにする。」という事のようです。なるほど、

大人が教えるまでもなく子どもたちの世界ではそうやって文化が受け継がれているのだと、改めて子ど

もたちの力に感心しました。そんな６年生の姿を見ていて、「恩送り」という言葉が思い浮かびました。

「恩返し」は辞書にも載っているのでよく耳にしますが、「恩送り」は辞書には載っていません。江戸時

代からあった言葉のようですが、作家の井上ひさし氏が『井上ひさしと１４１人の仲間たちの作文教室』

(新潮文庫)の中で述べたことからこの言葉がじわじわと知られるようになったようです。受けた恩を直

接お世話になった方に返すのが「恩返し」なのに対し、あまりなじみがない言葉かもしれません。誰か

から受けた恩を直接その人に返すのではなく、別の人に送り、恩を送られた人はまた別の人に恩を渡す。

恩が受け付継がれ、ぐるぐる回る世の中をつくろうという趣旨が込められているようです。まさに、６

年生が目の前の１年生に「してもらっていたようにする」ことで、「恩送り」を実践しています。受け継

がれてきた学校の文化をこれからも大切にしながら、１００周年へと歩みを進めていきます。 

 

 

学校ＨＰの紹介・緊急メールテスト配信について     情報教育担当 松隈 佑樹 

本校のホームページに、学校経営計画や自己評価報告書など、学校の様々な情報を掲載しています。学

校日記では、子どもたちの学習や生活、学校行事の様子をご覧いただけます。給食のコーナーでは、毎日

の給食を写真入りで紹介しています。また、「出席停止解除願い」をトップページからダウンロードでき

るようになっています。必要に応じてご活用いただけますようお願いいたします。 

 

学校 HP URL  https://www.ota-school.ed.jp/nanpo-es/ 

  

緊急メールテスト配信を５月１５日(月) に行います。ホームページの動画 ID とパスワードを掲載して配

信しますので、未登録の方は事前に担任までお知らせください。よろしくお願いいたします。 

 

令和５年度 ５月号 

学 校 だ よ り   大田区立南蒲小学校 

https://www.ota-school.ed.jp/nanpo-es/ 

５月生活目標  「学校の決まりを守ろう」 

第1週 登下校のきまりを守ろう。      第２週 ろうかは静かに右側を歩こう。 

第３週 チャイムの合図を守ろう。      第４週 遊び道具の片づけをしっかりやろう。 



 

退職・異動された先生方より    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月行事予定     ※ ○囲みは学年 

1 日(月) 全校朝会 委員会⑤⑥ 内科検診①② 

全国学力・学習状況児童調査ｱﾝｹｰﾄ⑥ 

2 日(火) 離任式（５校時） 

8 日(月) 音楽朝会 代表委員会 安全指導  

５時間授業始・なんぽーラン始①  

早寝･早起き･朝ごはん週間始 

9 日(火) 算数補習①④ 遠足予備日③④ 

10 日(水) 避難訓練 

11 日(木) 遠足①② 

12 日(金) 算数補習③ 尿検査 2 次 

     特別支援啓発授業中学年 

13 日(土) 土曜３時間授業 土曜算数補習 

14 日(日) 開校記念日(９６年) 

15 日(月) 体育朝会 クラブ 特別支援啓発授業低学年 

16 日(火) 特別支援啓発授業高学年 算数補習①⑥ 

17 日(水) ４時間授業  

18 日(木) 短縮６時間授業 算数補習②⑤ 

19 日(金) 早寝･早起き週間終 

20 日(土) どんぐりお話会 

22 日(月) 児童集会 クラブ 眼科検診（全） 

都統一体力テスト週間始 

      家庭学習定着週間始 

23 日(火) たてわりロング集会 算数補習①④ 

24 日(水) 短縮４時間授業 

25 日(木) 耳鼻科検診①③⑤ 算数補習②③ 

ソフトボール投げ 

26 日(金) 伊豆高原移動教室保護者説明会⑤ 

5 年 5 時間授業 

家庭学習定着週間終 ソフトボール投げ予備 

29 日(月) 音楽朝会 委員会⑤⑥ 

30 日(火) たてわり班遊び 代表委員会 算数補習①⑥ 

31 日(水) 短縮４時間授業 

教員時代と合わせて、のべ７年間、南蒲小でお世話に
なりました。この３年間はコロナ対策に追われた日々の
中、いろいろな事が変わった学校生活でした。それで
も、明るく前向きにがんばる南蒲の子どもたちが、とて
も頼もしく、いつもパワーをもらっていました。私の一
番の思い出は、小学生駅伝大会の優勝です。すばらしい
走りに感動しました。保護者の皆様、地域の皆様に支え
られた３年間でした。本当にありがとうございました。 

副校長 河野 真典 

 

 長い間お世話になりました。運動会でたくさんの技にチャ

レンジし、体に痛みを感じる校庭で演技するみんなの姿に感

動しました。展覧会や学芸会では、本番当日に向けたみんな

の真剣に作品を作る姿に感動しました。駅伝大会は、優勝を

重ねていく内に、選手になることが全校の憧れになっていっ

たようで嬉しかったです。いつまでもいつまでも、南蒲小学

校の思い出は忘れません。応援しています。 

主幹教諭 関谷 浩太 

南蒲小で過ごした６年間は大切な思い出ばかりです。運動

会などの大きな行事だけでなく、毎日子どもたちと笑いなが

ら当たり前に過ごしていた時間が、今の私にとってかけがえ

のない宝物になっています。新しい学校でも、一つ一つの出

会いを大切に過ごしたいと思います。これまで大変お世話に

なり、ありがとうございました。100 周年へ向けて南蒲小の

益々の発展をお祈り申し上げます。 

主任教諭 早川 真理亜 

楽しく一生懸命学び、元気に明るく遊ぶ南蒲小学校の皆

さんの姿に、何度も心を動かされ大きな力をもらってきま

した。保護者の皆様の支えを頂き、南蒲小学校の皆さんと楽

しく過ごした３年間は私の宝物のような日々です。感謝の

気持ちを胸に、次の学校でも新しい出会いを大切にしなが

ら頑張ってまいります。南蒲小の皆さん、保護者の皆様、地

域の皆様、ありがとうございました。 

教 諭 土田 明美 

南蒲小学校では１年間しかいられませんでしたが、いろい

ろな思い出をたくさん作ることができました。毎日おにごっ

こをしていた休み時間、おいしい香りに食欲がそそられた給

食などありますが、一番印象に残っているのは、学芸会で

す。一人一人が殻を破り堂々と演じている姿は、とても輝い

ていました。ここで得た自信を胸に、新しい学年でも頑張っ

てください。保護者の皆様、地域の皆様、大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。 
産休育休代替教諭 仁多見 晴香 

南蒲小には、１年間お世話になりました。様々な機会を

通して、すべての学年の子どもたちと交流することができ

ました。４月からの勤務校である出雲小学校への通勤時

は、電車の中から毎日南蒲小を見渡すことができて懐かし

いです。至らない私でしたが、保護者の皆様のご理解、ご

協力をいただきましたことに感謝しております。ありがと

うございました。 

教 諭 田谷 浩 

南蒲小学校のみなさん、こんにちは。95 周年という節目

の年に、２学期と３学期の図工を担当させていただきまし

た。運動会に学芸会、おいしい給食にみんなで作った共同

制作。今振り返ると楽しい思い出ばかりです。南蒲小学

校、学校に通うみなさん、教職員のみなさん、なんぽちゃ

んが大好きです。またお会いできる機会を楽しみにしてい

ます。 

産休育休代替教諭 西山 英子 

 

本校では３年間お世話になりました。ちょうどコロナウ

イルスの影響で様々な制約が始まり、そして終息が見通せ

るようになった３年間でした。子どもたちには、これから

も力強く生き抜いてほしいです。３７年間の教師生活の最

後を、この南蒲小学校で過ごすことができて本当によかっ

たです。出会った子どもたちや保護者・地域の方々、そし

て先生・主事さん方、ありがとうございました。 

主任教諭 佐藤 晃平 


